
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

主体的・対話的に学び，たくましく生きる子どもの育成 学力向上推進員 委員 校長
互いに認め合い，磨き合い，高め合う授業の工夫 江東 久美子 全職員
タブレット端末の活用を通した個別最適な学びの推進 松永 健治

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

校内研修，管理職による授業参観，教員間での情報交換等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習内容を概ね理解し，基礎・基本の力は ・ＩＣＴを効果的に活用しながら，基礎的・基本的 ・ミライシードや学びポケットなどを用いて，基礎・
身に着いてきている。約９０％の児童が，授業 な知識・技能を身に付け，それらを相互に関連 基本の定着を図る。
がよく分かると思っている。 づけて理解を深めたり，他の学習の場面で活 ・繰り返し小テストを行うことで，学力の到達度を
○約８０％の児童が，意欲的にタブレットを使 用したりすることができる。 再確認し，個別指導の徹底を図る。
った学習に取り組んでいる。 ・既習内容を生活の場面や学習内容に関連付け
●学力の二極化， 考えることができる場を設定する。
●得た知識・技能を，自ら相互に関連づけた ・熟語や短文など，読む活動を定期的に行う。
り，他の学習の場面で活用したりすることに課 ・問題のとらえ方のメソッドを教え，自力解決の時
題がある。 間を設ける。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○約９０％の児童が，根拠や理由を意識しな ・ＩＣＴを効果的に活用し，自分の考えを積極的 ・思考力が育つノート作りを指導する。
がら，自分の考えをもつことに積極的である。 に伝えることができる。 ・ Metamojiやベン図・ KJ法などの思考ツールを
●自分の考えを伝えることに自信がなかった ・互いに学び合う活動を通して，深まり広がった 各教科で活用し，自分の考えを整理する活動を
り，友達の意見を聞いて考えを深め広げたり 考えを，整理し表現することができる。 多く取り入れる。また，それらを用いての意見交
することが苦手であったりする。 換の場を設ける。

・ペアトークやグループ学習など，活動形態の工
夫をする。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○授業や家庭学習に真面目に取り組む。 ・読書の楽しさや意義を実感し，進んで本を読 ・図書の購入を定期的に行い，魅力ある図書館
○読書への関心が高まり，進んで読書をする むことができる。 づくりを進める。
児童が増えている。 ・毎時間の振り返り活動において自己分析し， ・ポジティブな行動支援を行う。
●自分の学力や学習状況を客観的に捉える 次時につながる課題意識をもったり，今後の学 ・学習規律を徹底する。
ことができつつあるが，課題克服に向けての 習方法の改善に生かしたりすることができる。 ・学習のゴールがイメージできるようなめあての
取組が十分できていない。 提示を行う。

・振り返りの視点を示す。
・さまざまなタブレットの活用法を紹介し，追究し
たいことに，自ら意欲的に取り組むことができる
ようにする。
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「学力向上実行プラン」
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